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テキスト ボックス
エントリーシート記載例
※令和5年度（山岳部門）
最優秀論文 応募情報より引用



	年: 6
	月: 4
	日: 30
	山岳: Yes
	都市: Off
	タイトル: 硬質地山と地すべり地における供用トンネルとの近接施工
	サブタイトル: 松山自動車道　明神山トンネル　Ⅱ期線
	所属: 
	部署: 
	役職: 
	氏名: 
	ふりがな: 
	年齢: 
	〒: 
	住所: 
	建物名: 
	電話番号: 
	メールアドレス: 
	論文概要: 松山自動車道明神山トンネルⅡ期線は伊予ICから内子五十崎IC間に位置する全長2,545mの2車線トンネルである。本トンネルは中央構造線の影響を受け、変化に富んだ複雑な地質を有しており、かつ供用線と近接したⅡ期線施工という厳しい条件下であった。そこで、トンネル掘削が供用線に対して動的・静的影響を与える可能性があったため、各種の計測を行い、施工時の挙動の把握を行った。さらに、供用線を通行する第三者への安全確保の観点から、Ⅱ期線トンネルの施工方法の検討や、供用線およびⅡ期線の管理基準値の設定などを行った。本報文では、Ⅱ期線トンネル全長を、硬質地山区間と地すべり地区間に分類し、それぞれにおける課題と対策について述べる。（303文字）


